
【水素脆性対策について】 
高張力鋼や高炭素鋼を酸処理すると、水素を吸蔵して、「水素脆化」を引き起こ

すこと知られている。下記の図に示すように、酸濃度が高い場合、短時間で水

素脆性を起こしやすい。 

 

加温した硫酸では、常温での塩酸中より水素脆性を起こしやすい。また、再め

っきの場合に、酸でめっき皮膜を剥離するときにも水素脆性が生じる。水素脆

性対策として・・・ 
①	
 できるだけ低濃度の酸で、短時間に処理をする。 
②	
 酸濃度を低くすることや、処理時間を短縮出来ない場合にはインヒビターを

使用する。 
③	
 長時間の酸処理を避けるために、ショットブラストなどの機械的処理を行う。 
④	
 酸処理の後、高温のアルカリ浸漬をすると、吸蔵した水素が追い出されやす

い。 
⑤	
 めっき後 200℃、5時間くらいの熱処理を行う。 
 
酸処理浴は酸濃度が低下すると、濃い酸を補給している。酸処理浴に素材の鉄

などが溶解すると、例えば塩酸を酸処理に用いた場合、HCl、FeCl₂、FeCl₃な
どの混合液となり、エッチング液と似通った組成となる。この場合、素材を過

剰にエッチングし、めっきの仕上がりに影響する。したがって、酸濃度を滴定

により分析し、酸処理浴中に溶解した金属分を原子吸光法などで分析し、酸処

理浴を管理する。また、活性化の酸は濃度の濃い酸を長時間使用するよりは、3
〜5％の濃度の酸を出来れば毎日更新することが望ましい。 
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